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ル」コンセプトを通じ、環境保全への取り組みなども紹介し
ながら、製品付加価値の訴求に取り組みました。また、オイ
ル交換時に手軽にエンジン内部を洗浄できるという特長を
持つエンジンシャンプーを中心としたエンジンオイル関連
製品の拡販にも、継続して注力いたしました。
　これらの結果、当第２四半期累計期間における売上高は
6,018百万円、営業利益は1,488百万円、経常利益は
1,492百万円、四半期純利益は1,012百万円となりました。

　2017年下期の経営環境は、OPECを中心とした原油価
格の押し上げ努力から原油価格の上昇や為替の変動な
ど、予断を許さない状況が継続すると見込んでいます。
　また、自動車業界は、上期の国内新車販売台数が前年比
9.2％増となり上期として3年ぶりにプラスに転じ、年間販
売台数は10月開催の東京モーターショーに向けた新型車
の発表も見込まれ2年ぶりに500万台を回復するとの見通
しもあります。
　このような中、当社といたしましては新車販売の回復を

財務ハイライト

　平素より格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
　ここに、BPカストロール株式会社「第41期 第２四半期
報告書」をお届けいたします。

　自動車業界におきましては小型・ハイブリッドの低燃費車
並びに軽自動車が消費者からの根強い支持を集めておりま
すが、原油価格の上昇や為替の変動等、経営環境は依然と
して厳しい状況が継続しております。
　このような市場環境の下、自動車用潤滑油の販売面で
は、当社の強みであり消費者の関心も高い環境配慮型の低
粘度・省燃費のプレミアムエンジンオイル、トランスミッショ
ン用オイルの積極的な拡販に引き続き焦点を当てました。
当社の旗艦製品である「カストロール エッジ」ブランドの高
品質・高性能面の訴求に加え、今年2月に小売り販売網向け
に発売した「カストロール エッジ0W-16」および「カスト
ロール マグナテック ハイブリッド0W-16」も順調に拡販を
行いました。ディーラー向け専用エンジンオイル、トランスミ
ッションオイル製品においては、引き続き「CO₂ニュートラ
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■ 直近4年の上半期の新車販売台数 単位：台

1〜3月 4〜6月 1〜6月 前年比
2014年 1,844,615 1,161,133 3,005,748 110.8％
2015年 1,578,856 1,097,726 2,676,582 89.0％
2016年 1,470,083 1,077,231 2,547,314 95.2％
2017年 1,577,740 1,204,775 2,782,515 109.2％

（出典：日本自動車販売協会連合会）

BPカストロール株式会社
代表取締役社長  小石 孝之
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好機と捉え、当社の旗艦製品である「カストロール エッジ」、
「CO₂ニュートラル」コンセプトを取り入れた「カストロール 
プロフェッショナル」、0W-16粘度の「カストロール エッ
ジ」、「カストロール マグナテック ハイブリッド」などの環境
配慮型の低粘度・省燃費のプレミアムオイル、トランスミッ
ション用オイルの高付加価値とエンジンオイル交換の重
要性を消費者への訴求に取り組むことで、売上高11,960
百万円、営業利益2,421百万円、経常利益2,417百万円、
当期純利益1,628百万円を目指してまいります。
　株主の皆様におかれましては、今後とも、「Castrol」ブラ
ンドおよび「BP」ブランドへの変わらぬご愛顧と、当社への
より一層のご支援を賜りますようお願い申し上げます。

2017年9月
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EDGE 0W-16, MAGNATEC HYBRID 0W-16新発売

　2017年2月末、小売り販売網向けに、主力ブランド「カストロール エッジ」および「カストロール マグナテック ハイブリッ
ド」から超低粘度オイル 0W-16を新たに発売いたしました。
　0W-16のエンジンオイルは、人気のハイブリッド車を中心に2016年度には15車種29モデルにまで採用が拡大いたしま
した。
　また、メンテナンスパックが終了した車齢３年以上の対象車は、2016年度は約14,000台であったのに対し、2017年度は
約280,000台になり、飛躍的に販売ポテンシャルが拡大しています。
　これらの状況を踏まえ、「エッジ」および「マグナテック ハイブリッド」のラインナップに0W-16を追加し、小売り販売網に
おいて新規ユーザーを確実に捉えることで、プレミアムブランドの更なる強化を目指します。

EDGE 0W-16 MAGNATEC HYBRID 0W-16
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貸借対照表の概要 キャッシュ・フロー計算書の概要

損益計算書の概要

固定負債
121

資産合計
14,251

流動資産
13,522

固定資産
728

負債
純資産合計
14,251

流動負債
2,855

純資産
11,274

前期末 （平成28年12月31日） 当第2四半期末 （平成29年6月30日）

現金及び預金
66

受取手形及び売掛金
1,812

有形固定資産
167

無形固定資産
42

投資その他の資産
519

買掛金
873

株主資本
11,258
評価・換算差額等
15

資産合計
15,072

流動資産
14,342

固定資産
730

負債
純資産合計
15,072

流動負債
3,198

純資産
11,753

固定負債
120

売上高
6,018

営業
利益

1,488
四半期
純利益
1,012

四半期
純利益 経常

利益
1,492

前第2四半期 （平成28年1月1日～平成28年6月30日） 当第2四半期 （平成29年1月1日～平成29年6月30日）

特別損失
0
法人税等
479

売上原価
2,734
売上総利益
3,284
販売費及び一般管理費
1,795

営業外収益
18
営業外費用
15

売上高
6,045

営業
利益

1,189 779
経常
利益

1,209

営業活動による
キャッシュ・フロー

1,277

投資活動による
キャッシュ・フロー

△520

財務活動による
キャッシュ・フロー

△1,490

現金及び
現金同等物の
期首残高
2,868 現金及び

現金同等物の
四半期末残高

2,135

当第2四半期 （平成29年1月1日～平成29年6月30日）

●売上高
売上高は、旗艦製品である「カストロール エッジ」ブランドの高品質・高性
能面の訴求、小売り販売網向けに0W-16粘度の新製品発売、「CO₂ニ
ュートラル」コンセプトを取り入れたディーラー向け専用製品など、製品
付加価値の訴求と拡販に注力することで6,018百万円となりました。

●純資産
純資産の残高は、11,274百万円（前事業年度末は11,753百万円）となり、
478百万円減少いたしました。これは、主に利益剰余金が四半期純利益に
より1,012百万円増加し、剰余金の配当により1,492百万円減少したことに
よるものです。

●営業活動によるキャッシュ・フロー
営業活動の結果得られた資金は、1,277百万円となりました。これは、主
に税引前四半期純利益が1,492百万円、売上債権の減少658百万円、そ
の他負債の増加255百万円により資金が増加した一方、未払金の減少
307百万円及び法人税等の支払い725百万円により資金が減少したこと
によるものです。

● 単位：百万円、百万円未満切り捨て
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株式の概況　

発行可能株式総数 118,000,000株

発行済株式の総数 22,975,189株

株主数 7,806名

大株主の状況　

株主名 持株数（株） 出資比率（％）
カストロール・リミテッド 12,234,273 53.24
ティー・ジェイ株式会社 2,661,748 11.58
日本自動車整備商工組合連合会 1,144,512 4.98
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 455,900 1.98
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 266,000 1.15
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口５） 158,500 0.68
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口１） 131,800 0.57
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口２） 116,900 0.50
鈴木　育男 110,000 0.47
RBC IST 15 PCT LENDING ACCOUNT -  
CLIENT ACCOUNT 104,300 0.45

（注）出資比率は、自己株式を含む発行済株式の総数に対する比率を表示しています。

役　員

取締役会長 チャールズ・ポッスルズ

代表取締役社長 小石　孝之
カストロール株式会社代表取締役社長兼務
ビーピー・ルブリカンツ株式会社代表取締役社長兼務

取締役 長浜　靖子

取締役 渡辺　克己

取締役（監査等委員） 東松　国明

取締役（社外、監査等委員） 松竹　直喜

取締役（社外、監査等委員） 渡邉　直文

会社の概況

商号 ビーピー・カストロール株式会社
英文名：BP Castrol K.K.

本社

〒141ｰ0032
東京都品川区大崎1-11-2　ゲートシティ大崎
イーストタワー20階
TEL：03ｰ5719ｰ6000（代）

設立 1978年9月

事業内容
英国の石油会社BP p.l.c.が持つCastrolブランド
およびBPブランドの自動車用潤滑油を日本市場
に合わせて製造・販売

資本金 14億91百万円

従業員数
110名（19名）

（注）臨時従業員数は、（　）内に年間の平均人数を外数で記載
　　しております。

子会社 ビーピー・ルブリカンツ株式会社
カストロール株式会社

所有者別株式分布状況
金融機関

 1,386,100株
6.03%

個人・その他
4,477,493株

19.49%

その他の国内法人
4,023,405株

17.51%

証券会社
223,698株	
0.98%

外国人
12,864,493株	
55.99%

平成29年6月30日現在         
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株主メモ　	

事業年度 毎年1月1日から12月31日まで

定時株主総会 毎年3月

基準日
定時株主総会
期末配当金
中間配当金

12月31日
12月31日
6月30日

公告方法
電子公告とします。ただし、事故その他やむを得ない
事由によって電子公告による公告をすることができ
ない場合は、日本経済新聞に掲載して行います。

株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号　
三井住友信託銀行株式会社

特別口座の
口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号　
三井住友信託銀行株式会社

郵便物送付先

（電話照会先）

東京都杉並区和泉二丁目8番4号 （〒168–0063）
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
電話0120–782–031 （フリーダイヤル）
取次事務は三井住友信託銀行株式会社の本店及び
全国各支店で行っております。

●住所変更、単元未満株式の買取、配当金の受取方法のご指定等の
お申出先について
株主様の口座のある証券会社にお申出ください。
なお、証券会社等に口座がないため特別口座が開設されました
株主様は、特別口座の口座管理機関である三井住友信託銀行株式
会社にお申出ください。

●未払配当金の支払について
株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申出くだ
さい。

●配当金計算書の送付について
配当金のお支払いの際に送付しております「配当金計算書」は、
租税特別措置法の規定に基づく「支払通知書」を兼ねております。
確定申告される際は、その添付資料としてご使用いただくことが
できます。
ただし、株式数比例配分方式をご選択いただいている株主様につき
ましては、源泉徴収税額の計算は証券会社等にて行われます。確定
申告を行う際の添付資料につきましては、お取引の証券会社等に
ご確認をお願いします。
なお、配当金領収証にて配当金をお受取りの株主様につきましても、
配当金のお支払いの都度「配当金計算書」を同封させていただいて
おります。確定申告をなされる株主様は大切に保管ください。

マイナンバーに関するお知らせ
市区町村から通知されたマイナンバーは、株式の税務関係のお手続きで必要となります。
このため、株主様から株式をお預けの証券会社などへ、マイナンバーをお届出いただく必要がございます。

株式関係業務におけるマイナンバーの利用
法令に定められたとおり、税務署へ提出する支払調書には、
株主様のマイナンバーの記載が必要になります。
主な支払調書
・配当金に関する支払調書
・�単元未満株式の買取請求など株式の譲渡取引に関する支

払調書

マイナンバーのお届出に関するお問い合わせ先
証券会社にて株式をお預けの株主様
株式をお預けの証券会社までお問い合わせください。
証券会社にて株式をお預けでない株主様
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部までお問い合わせ
ください。
ふ0120-782-031
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本社 IR担当	 〒141-0032 東京都品川区大崎1-11-2 ゲートシティ大崎 イーストタワー20階
	  TEL：03-5719-7750
	  URL：http://www.bpcastrol.com

証券コード	  5015 見やすく読みまちがえにくいユニバーサルデザインフォントを採用しています。
森林に配慮して適切に管理された森林認証紙を使用し、環境に優しい植物油インキで印刷
するとともに、針金を使わない「ECO綴じ」製本を採用しています。

BP カストロール株式会社
http://www.bpcastrol.com

BP ブランド
http://www.bp-oil.co.jp

カストロール ブランド
http://www.castrol.com/jp
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